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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

次世代医療構想センターにおける人材育成事業の考え方と全体像

　次世代医療構想センター（以下、「当センター」）の
ミッションを完遂するために、継続的で戦略的な人材
育成は欠かせない。ここでは、当センターが考える人
材育成の考え方を整理して示す。
　現状の課題として、千葉県での地域医療構想などの
医療政策を進める上で、行政・医療機関・医師会等を
含む関係機関における突っ込んだ議論が必要となる一
方で、各ステークホルダーや各メンバーの医療政策に
基礎知識や現状認識にギャップが生じていると感じ
た。
　政策を進めるためには、例えば「厚生労働省の目指
す中・長期目標」「医療法と都道府県の医療計画」「病
院経営とその指標、診療報酬」「データの分析と現状
把握の方法」「千葉県の保健医療計画の内容」などの
事項については知識として理解しておく必要があり、
行政の領域としても比較的専門性が高い。しかしなが
ら、都道府県の医療政策担当者は他の部署と同様に、
2－4年ごとの異動を繰り返すことになり、知識や経
験の蓄積が実現しにくい。臨床現場の医療専門職も例
えば「千葉県の保健医療計画の内容」などに精通して
いる方はまれである。
　背景の異なる各メンバーが共通言語・知識を持ち、
医療政策に関する情報収集や分析手法、根本となる考
え方を学ぶことはできないかと考えた。その結果、以
下に示す3年間の事業を立案し、当センターが取り組
む任務が継続的に実施されるよう、次世代を担う人材
育成に取り組むこととした（図表）。

　2019年度はすでに報告書でも詳説した通り、全6回
からなる「医療政策セミナー」を開催し、延べ200人
を越える参加者を得ることができた。その目的は、

「①千葉県の医療の課題を解決するために、医療政策

吉村健佑

の重要ポイントについて理解し日々の業務・診療に生
かす②千葉県の地域医療構想・医師偏在対策を考える
上で、基本的な知識と考え方を習得する」と整理し
た。セミナーは好評であり概ね目標は達成できたと考
えるが、このような活動を継続的に行う必要性があ
る。
　続いて、2020年度では「医療ビッグデータを活用
した研究セミナー」を開催した。開催する目的は「医
療における現状変更や課題解決手段として、データに
よる見える化と関係者の合意形成が重要であるという
観点から、データによる見える化の方法について、レ
セプトデータ（NDB）の分析を例に学ぶ」とした。

「第1講【入門編】誰でも使える医療ビッグデータの
活用」「第2講【実践編】チームで使う医療ビッグデ
ータの活用」として実施し、オンライン開催の良い効
果もあり、全国から延べ1,200名を超える参加者を得
た。詳細は吉村を含む、4人の演者による記事をご覧
いただきたいが、レセプトデータ（NDB）政策研究・
医療政策にどのように生かすか、というテーマの中
で、データに基づく医療政策立案につながるような内
容であった。参加者に対して、満足度について5段階
でアンケート調査を行ったところ、80％が満足（4-5）
と回答した。そのことから本セミナーの満足度が高か
ったといえる。
　さて、言うまでもないが2020年度は新型コロナウ
イルス感染症（以下、「COVID-19」）の拡大により、
厚生労働省もその対応に追われ、地域医療構想の進め
方を含む医療政策全般について、議論の速度が鈍化し
た。また新興感染症等を新たに医療法の中に記載され
ている医療計画の「6事業目」に加える事を発表して
おり、計画の内容も少なからず影響を受けている。つ
まり、従来の路線とは質的に異なる形で医療計画や地
域医療構想を進めてゆく必要が生じたのである。
　その中で、2021年度の人材育成事業はどうあるべ
きだろうか。「ポスト/ウィズ コロナ」という状況で
の医療の展開は日本においても経験されていない。そ
こで、人材育成の方向性も修正した。複数の有識者を
演者としてお招きして、シリーズの講演会＋吉村との
対談形式でのセミナーを企画している。約20年後に
迫り、団塊の世代ジュニアが65歳を迎える「2040
年」を目標とし、それを見据えて医療提供体制の在り
方と自治体の役割を集中的に議論することにした。主
に若手の行政官・医療専門職・学生向けに対し、様々
な専門性をもつ有識者から、今後の新しい千葉県、 
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そして日本の医療の在り方を提言していけるような議
論を展開し、お届けしたい。この人材育成事業の中か
ら2022年以降の活動にもつながっていけるようなヒ
ントが得られるといいかと考えている。最終的には千
葉県における医療政策の進展に必要とされる人材（実

務者、研究者、医療専門職）の有効な育成とネットワ
ーキングができることを目指したい。
　以上のような、当センターの人材育成事業の考え方
の中、2020年度のセミナーの内容をご覧いただけれ
ば幸いである。

演題1「医療データ分析を『武器』とせよ」
演者：吉村健佑

　吉村からはセミナーの内容に先立ち、導入として現
在における日本の医療の課題を概観した。
　課題の1つ目は、人口減少、税収の低迷を受け、国
民医療費の適正化をしなくてはならない事である。国
民医療費は「単価」と「数量」によって決まってゆく
が、効率の良い医療の実現にはその前提として、その
内容を定量的に明らかにしてゆくことが必要である
が、提供される医療の「量」を見る際に医療のいわゆ
るビッグデータであるNDBの分析は役に立つ。
　課題の2つ目は、実際の医療現場で適切な医療が提
供されているか？という問いである。適切な医療を厳
密に定義しようとすることには困難があるのが事実だ
が、いくつかの切り口で検証を試みることはできる。
例えば、各疾患の診療ガイドラインの遵守率もその一
つである。
　さて、現状で行われている医療内容の「量」と「質」
の変更はもちろん簡単ではないが、解決手段は大きく
分けて2つのステップと考える。つまりデータによる
医療の見える化と、関係者間の合意形成である。私た
ち、次世代医療構想センターはこの2つのステップに
対応して組織が構成されており、もちろん研究内容も
それに沿っている。このセミナーを通じて、1つ目の
ステップをどのように進めるかを示すことができれば
幸いと考える。

演題2�「関連政策動向、NDB�オープンデー
タ、集計表情報について～NDBの今と
これから～」

演者：梅澤耕学

　レセプト情報・特定健診等情報データベース（以
下、NDB（National Database of Health Insurance 
Claims and Specific Health Checkups of Japan）
という。）は、高齢者の医療の確保に関する法律（以
下、高確法という。）に基づき、保険医療機関および
薬局等によるレセプト情報や、保険者による特定健診
等情報を、個人の診療歴等の追跡可能性を確保しつ
つ、個人が特定できない状態で、データベース化した
もので、医療費適正化計画の評価等への活用や、研究
者等へ第三者提供されている。第三者提供は、提供依
頼申出者による申請書類の作成、有識者会議による審
査、国および利用者によるデータ提供の契約およびデ
ータ抽出・処理が行われた後、提供依頼申出者へデー
タ提供が行われる。提供後にも国による監査や公表物
確認等が行われ、適正に管理・利用されているかにつ

医療ビッグデータを活用した研究セミナーの開催
第1講【入門編】誰でも使える医療ビッグデータの活用の概要

動画はこちら
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

次世代医療構想センターにおける人材育成事業の考え方と全体像

　次世代医療構想センター（以下、「当センター」）の
ミッションを完遂するために、継続的で戦略的な人材
育成は欠かせない。ここでは、当センターが考える人
材育成の考え方を整理して示す。
　現状の課題として、千葉県での地域医療構想などの
医療政策を進める上で、行政・医療機関・医師会等を
含む関係機関における突っ込んだ議論が必要となる一
方で、各ステークホルダーや各メンバーの医療政策に
基礎知識や現状認識にギャップが生じていると感じ
た。
　政策を進めるためには、例えば「厚生労働省の目指
す中・長期目標」「医療法と都道府県の医療計画」「病
院経営とその指標、診療報酬」「データの分析と現状
把握の方法」「千葉県の保健医療計画の内容」などの
事項については知識として理解しておく必要があり、
行政の領域としても比較的専門性が高い。しかしなが
ら、都道府県の医療政策担当者は他の部署と同様に、
2－4年ごとの異動を繰り返すことになり、知識や経
験の蓄積が実現しにくい。臨床現場の医療専門職も例
えば「千葉県の保健医療計画の内容」などに精通して
いる方はまれである。
　背景の異なる各メンバーが共通言語・知識を持ち、
医療政策に関する情報収集や分析手法、根本となる考
え方を学ぶことはできないかと考えた。その結果、以
下に示す3年間の事業を立案し、当センターが取り組
む任務が継続的に実施されるよう、次世代を担う人材
育成に取り組むこととした（図表）。

　2019年度はすでに報告書でも詳説した通り、全6回
からなる「医療政策セミナー」を開催し、延べ200人
を越える参加者を得ることができた。その目的は、

「①千葉県の医療の課題を解決するために、医療政策

吉村健佑

の重要ポイントについて理解し日々の業務・診療に生
かす②千葉県の地域医療構想・医師偏在対策を考える
上で、基本的な知識と考え方を習得する」と整理し
た。セミナーは好評であり概ね目標は達成できたと考
えるが、このような活動を継続的に行う必要性があ
る。
　続いて、2020年度では「医療ビッグデータを活用
した研究セミナー」を開催した。開催する目的は「医
療における現状変更や課題解決手段として、データに
よる見える化と関係者の合意形成が重要であるという
観点から、データによる見える化の方法について、レ
セプトデータ（NDB）の分析を例に学ぶ」とした。

「第1講【入門編】誰でも使える医療ビッグデータの
活用」「第2講【実践編】チームで使う医療ビッグデ
ータの活用」として実施し、オンライン開催の良い効
果もあり、全国から延べ1,200名を超える参加者を得
た。詳細は吉村を含む、4人の演者による記事をご覧
いただきたいが、レセプトデータ（NDB）政策研究・
医療政策にどのように生かすか、というテーマの中
で、データに基づく医療政策立案につながるような内
容であった。参加者に対して、満足度について5段階
でアンケート調査を行ったところ、80％が満足（4-5）
と回答した。そのことから本セミナーの満足度が高か
ったといえる。
　さて、言うまでもないが2020年度は新型コロナウ
イルス感染症（以下、「COVID-19」）の拡大により、
厚生労働省もその対応に追われ、地域医療構想の進め
方を含む医療政策全般について、議論の速度が鈍化し
た。また新興感染症等を新たに医療法の中に記載され
ている医療計画の「6事業目」に加える事を発表して
おり、計画の内容も少なからず影響を受けている。つ
まり、従来の路線とは質的に異なる形で医療計画や地
域医療構想を進めてゆく必要が生じたのである。
　その中で、2021年度の人材育成事業はどうあるべ
きだろうか。「ポスト/ウィズ コロナ」という状況で
の医療の展開は日本においても経験されていない。そ
こで、人材育成の方向性も修正した。複数の有識者を
演者としてお招きして、シリーズの講演会＋吉村との
対談形式でのセミナーを企画している。約20年後に
迫り、団塊の世代ジュニアが65歳を迎える「2040
年」を目標とし、それを見据えて医療提供体制の在り
方と自治体の役割を集中的に議論することにした。主
に若手の行政官・医療専門職・学生向けに対し、様々
な専門性をもつ有識者から、今後の新しい千葉県、 
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

いて、「レセプト情報・特定健診等情報の提供に関す
るガイドライン」に基づいて確認が行われる。
　もう一つの利用方法としてオンサイトリサーチセン
ターでの利用がある。第三者提供ではレセプト情報等
を取り扱うためのセキュリティ環境が厳しく制限され
ているため、その準備が困難な小規模の研究機関等に
所属の研究者においても利活用の機会が確保されるよ
うにオンサイトリサーチセンターが3カ所開設されて
いる。
　こうした利用以外には、収集したデータについて
NDBオープンデータとして厚生労働省のホームペー
ジにて公表されている。医療の提供実態や特定健診の
結果をわかりやすくまとめ、性年齢別や都道府県別に
集計表が作成されている。
　こういったNDBについてさらに利活用を拡充し、
医療および介護給付の費用の状況等に関する情報の連
結解析および提供に関する仕組みの創設のため、「医
療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康
保険等の一部を改正する法律」が第198回国会で議
論・承諾され、NDBと介護保険レセプト情報等のデ
ータベースについて、各DBの連結解析を可能とする
とともに、公益目的での利用促進のため、研究機関や
民間企業等への提供に関する規定の整備を行うことと
なっている。

演題3「研究紹介と留意点」
演者：奥村泰之

　本発表では、NDBの活用状況、活用事例、研究実
施のハードル、研究実施の流れを説明することを目的
とする。NDBの研究利用の解禁から10年近く経つも
のの、査読付き論文の研究実績は88編に過ぎない状
況である。集計表情報とオープンデータを活用した研
究を遂行する際に共通するハードルは、コホートを構
築できないこと、マスター整備の手間などがある。デ
ータの限界を正確に認識し、健全な研究を遂行するた
めには、専門家に相談することが望ましい。
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演題4「次世代医療構想センターによる支援」
演者：佐藤大介

　次世代医療構想センターではNDB研究に関する解
析デザインおよびデータ解析環境について支援を行っ
ている。

　解析デザインの支援とは、NDB研究を実際に始め
るに当たり、そもそもの研究疑問や解析イメージを文
書に記述することで、研究実施手順を明確にするため
の支援である。また、研究計画書に沿って、実際にど
う解析するかを決めた解析の実施手順書やマスターの
基本的な考え方に関する支援を含む。
　環境整備に関する支援とは、NDBの保管場所の要
件等に関する支援である。保管場所の物理スペースに
合わせてデータの管理規定を定めるため、規定のテン
プレートを解析環境に合わせて作成できるための支援
を行う。
　その他、個別のケースについては個別相談という形
で対応し支援を行っている。
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

いて、「レセプト情報・特定健診等情報の提供に関す
るガイドライン」に基づいて確認が行われる。
　もう一つの利用方法としてオンサイトリサーチセン
ターでの利用がある。第三者提供ではレセプト情報等
を取り扱うためのセキュリティ環境が厳しく制限され
ているため、その準備が困難な小規模の研究機関等に
所属の研究者においても利活用の機会が確保されるよ
うにオンサイトリサーチセンターが3カ所開設されて
いる。
　こうした利用以外には、収集したデータについて
NDBオープンデータとして厚生労働省のホームペー
ジにて公表されている。医療の提供実態や特定健診の
結果をわかりやすくまとめ、性年齢別や都道府県別に
集計表が作成されている。
　こういったNDBについてさらに利活用を拡充し、
医療および介護給付の費用の状況等に関する情報の連
結解析および提供に関する仕組みの創設のため、「医
療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康
保険等の一部を改正する法律」が第198回国会で議
論・承諾され、NDBと介護保険レセプト情報等のデ
ータベースについて、各DBの連結解析を可能とする
とともに、公益目的での利用促進のため、研究機関や
民間企業等への提供に関する規定の整備を行うことと
なっている。

演題3「研究紹介と留意点」
演者：奥村泰之

　本発表では、NDBの活用状況、活用事例、研究実
施のハードル、研究実施の流れを説明することを目的
とする。NDBの研究利用の解禁から10年近く経つも
のの、査読付き論文の研究実績は88編に過ぎない状
況である。集計表情報とオープンデータを活用した研
究を遂行する際に共通するハードルは、コホートを構
築できないこと、マスター整備の手間などがある。デ
ータの限界を正確に認識し、健全な研究を遂行するた
めには、専門家に相談することが望ましい。
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

演題1「NDBにどこまで深入りするか」
演者：吉村健佑

　具体的に医療データの見える化を進めるにあたり、
NDBのデータ形式と用途の実際を知り同時に利点と
欠点を知る必要がある。その際、データ分析にかかる
エフォートとできることを理解しなくてはならない。
その際、自分はNDB研究にどこまで「深入り」する
か、をあらかじめ知っておく必要がある。例えば、医
科点数表の構造やレセプトのデータ項目とその特徴、
医療現場や保険審査の現場での実態を知らないまま
「特別抽出」に挑むのは、装備もなく、シェルパも伴
わないまま険しい高山の山頂を目指すようなものであ
る。
　ここでは、自らの設定した研究課題、自身の技能を
見定めNDB研究に取り組むべきかを紹介し、導入と
した。

第2講【実践編】チームで使う医療ビッグデータの活用の概要 動画はこちら
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演題2�「NDB関連の法改正からガイドライン
改正のすべて～NDB関連の法改正か
らガイドライン改正のすべて～」

演者：梅澤耕学

　高齢者の医療の確保に関する法律（以下、高確法と
いう。）の改正に伴い、レセプト情報・特定健診等情
報の提供に関するガイドラインの改正も行われる。主
な改正は6つで、1つめは用語の改正で、今までの提
供依頼申出者は担当者となることや、中間生成物や最
終生成物等の定義が追加されている。2つめは手数料
の積算、免除、納付規定の新設、3つめは、研究成果
の公表後は、原則として3ヶ月以内に厚生労働省へ実
績報告をすること、4つめは、利用終了後のデータ措
置報告書は、利用場所ごとに提出すること、5つめは
集計表情報の作成については、表数等を限定するこ
と、6つめは介護レセプト情報等と連結して利用する
場合は別項目で規定を置くことである。なお、上記に
加えて、法律上の罰則強化（懲役や罰金）なども新設
されている。
　第三者提供されるNDBデータは、これまで同様、
特別抽出、集計表情報、サンプリングデータセットの
3種で大きな改正はないが、定義の変更や、手数料含
めた手続きの改正、成果公表後の手続きや罰則等、改
正点は多くあるのでそれらに注意しながらNDBデー
タの利用をすすめていただきたい。

演題3�「～NDBを活用した臨床疫学研究：誰
もが活用できる未来へ向けて」

演者：奥村泰之

　本発表では、NDBの活用状況、活用事例、研究実
施の流れ、誰もがNDBを活用できる未来に向けて解
説することを目的とする。NDBを活用した研究を遂
行するためには、研究フェーズごとに必要となる専門
能力が全く異なるため、多職種による研究班を構築す
る必要がある。現状でのボトルネックは、データの整
理を適切に行うことができる人材が不足している事実
である。研究実施の全エフォートに占めるデータ整理
担当者によるエフォート率は非常に高いため、この問
題は深刻である。データ整理担当者を養成することは
喫緊の課題ではあるが、十全な教育期間と卒後の受入
れ体制を整えることが必須である。業務委託を視野に
入れながら長期的に人材育成をすることが現実的なフ
ァーストステップである。
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

演題1「NDBにどこまで深入りするか」
演者：吉村健佑

　具体的に医療データの見える化を進めるにあたり、
NDBのデータ形式と用途の実際を知り同時に利点と
欠点を知る必要がある。その際、データ分析にかかる
エフォートとできることを理解しなくてはならない。
その際、自分はNDB研究にどこまで「深入り」する
か、をあらかじめ知っておく必要がある。例えば、医
科点数表の構造やレセプトのデータ項目とその特徴、
医療現場や保険審査の現場での実態を知らないまま
「特別抽出」に挑むのは、装備もなく、シェルパも伴
わないまま険しい高山の山頂を目指すようなものであ
る。
　ここでは、自らの設定した研究課題、自身の技能を
見定めNDB研究に取り組むべきかを紹介し、導入と
した。

第2講【実践編】チームで使う医療ビッグデータの活用の概要 動画はこちら
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

演題4「次世代医療構想センターによる支援」
演者：佐藤大介

　次世代医療構想センターではNDB研究に関する解
析デザインおよびデータ解析環境について支援を行っ
ている。
　解析デザインの支援とは、NDB研究を実際に始め
るに当たり、そもそもの研究疑問や解析イメージを文
書に記述することで、研究実施手順を明確にするため
の支援である。解析計画書には分析目的、分析期間、
対象患者群のレセプトで表現し、分析定義、医療費の
集計方法等の作成について支援を行う。
　また、研究計画書に沿って、実際にどう解析するか
を決めた解析の実施手順書やマスターの基本的な考え
方に関する支援を行う。特に、医薬品や傷病名のコー
ドの作成に役立つ情報を提供する形で支援を行う。な
おデータハンドリングに関しては、ハンドリング作業
の代行は行っていない。主体は研究者や研究チーム自
身でお願いしている。
　環境整備に関する支援とは、NDBの保管場所の要
件等に関する支援である。保管場所の物理スペースに
合わせてデータの管理規定を定めるため、規定のテン
プレートを解析環境に合わせて作成できるための支援
を行う。
　その他、個別のケースについては個別相談という形
で対応し支援を行っている。
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9 . 人 材 育 成 の 取 組 み

演題4「次世代医療構想センターによる支援」
演者：佐藤大介

　次世代医療構想センターではNDB研究に関する解
析デザインおよびデータ解析環境について支援を行っ
ている。
　解析デザインの支援とは、NDB研究を実際に始め
るに当たり、そもそもの研究疑問や解析イメージを文
書に記述することで、研究実施手順を明確にするため
の支援である。解析計画書には分析目的、分析期間、
対象患者群のレセプトで表現し、分析定義、医療費の
集計方法等の作成について支援を行う。
　また、研究計画書に沿って、実際にどう解析するか
を決めた解析の実施手順書やマスターの基本的な考え
方に関する支援を行う。特に、医薬品や傷病名のコー
ドの作成に役立つ情報を提供する形で支援を行う。な
おデータハンドリングに関しては、ハンドリング作業
の代行は行っていない。主体は研究者や研究チーム自
身でお願いしている。
　環境整備に関する支援とは、NDBの保管場所の要
件等に関する支援である。保管場所の物理スペースに
合わせてデータの管理規定を定めるため、規定のテン
プレートを解析環境に合わせて作成できるための支援
を行う。
　その他、個別のケースについては個別相談という形
で対応し支援を行っている。
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